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２あおもり

　

定
期
総
会
に
は
、
町
村
長
を
は

じ
め
来
賓
及
び
被
表
彰
者
な
ど
約

四
十
人
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
舘
岡
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
、「
本
日
表
彰
を
受
け

ら
れ
る
皆
様
に
は
、
こ
の
た
び

の
栄
誉
に
対
し
心
か
ら
敬
意
を

表
し
、
お
喜
び
を
申
し
上
げ

る
。
二
十
七
年
度
の
地
方
財
政

対
策
で
は
、
地
方
交
付
税
が
景

気
回
復
に
伴
う
地
方
税
収
の
増

等
に
よ
り
約
一
千
三
百
億
円
減

の
十
六
兆
七
千
億
円
と
な
っ
た

が
、
地
方
交
付
税
の
別
枠
加
算

や
歳
出
特
別
枠
が
確
保
さ
れ
る

な
ど
、
一
般
財
源
総
額
は
、
前

年
度
を
一
兆
九
千
億
円
上
回
る

六
十
一
兆
五
千
億
円
と
さ
れ
た
こ

と
は
政
府
が
努
力
・
工
夫
を
し
て

頂
い
た
と
受
け
止
め
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
地
方
の
財
源
不
足
が
恒

常
的
に
生
じ
た
場
合
は
、
交
付

税
の
法
定
率
を
引
き
上
げ
る
な

ど
、
来
年
度
以
降
地
方
財
政
の
安

定
化
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
我
々
町

村
長
は
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ

せ
、
地
域
の
個
性
を
最
大
限
に
発

揮
し
な
が
ら
独
自
の
施
策
を
展
開

し
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
「
こ
の

町
や
村
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

実
感
で
き
る
町
村
の
実
現
の
た
め

に
、
邁
進
し
て
い
こ
う
で
は
な
い

か
」
と
述
べ
た
。

　

表
彰
で
は
、
全
国
町
村
会
表
彰

と
し
て
、
自
治
功
労
者
の
中
野
前

鶴
田
町
長
、
太
田
前
佐
井
村
長
、

関
西
目
屋
村
長
を
表
彰
し
た
。（
い

ず
れ
も
欠
席
）

　

ま
た
、
県
町
村
会
表
彰
と
し
て
、

自
治
功
労
者
の
鈴
木
田
舎
館
村
長
、

野
坂
横
浜
町
長
、
金
澤
大
間
町
長
、

舘岡会長が町村財政基盤の充実強化等を訴える

定期総会には町村長をはじめ約40人が出席

　

本
会
は
二
月
十
六
日
、
青
森
市

の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
定
期
総

会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
七
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
な
ど
を
決
定

し
た
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
な
ど
十
二
項
目
の
決
議
を

採
択
し
た
。
ま
た
、
議
事
に
先
立

ち
、
全
国
町
村
会
表
彰
の
伝
達
及

び
青
森
県
町
村
会
表
彰
と
し
て
自

治
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ
た
。

表　

彰

表　

彰
自
治
功
労
者

 

青
森
県
町
村
会
定
期
総
会

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
確
保
な
ど
決
議　

永
年
の
功
績
を
称
え
て
全
国
・
県
表
彰



３ 　あおもり

須
藤
新
郷
村
長
ほ
か
、
一
般
職
員

七
十
三
名
（
代
表
・
東
北
町　

川

口
香
氏
）
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

授
与
し
た
。

　

最
後
に
、
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
金
澤
大
間
町
長
が
謝
辞
を
述
べ

た
。

　

表
彰
終
了
後
、
来
賓
の
三
村
知

事
が
祝
辞
を
述
べ
、
ま
た
、
同
じ

く
来
賓
と
し
て
出
席
の
杣
谷
県
町

村
議
会
議
長
会
会
長
、
中
村
県
総

務
部
長
、
田
中
県
総
務
部
市
町
村

課
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
舘
岡
会
長
が
議
長

と
な
っ
て
議
事
に
入
り
、
は
じ
め

に
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画

る
地
域
経
済
の
活
力
低
下
な
ど
、

極
め
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
町
村
が
自
己
決

定
・
自
己
責
任
の
原
則
に
基
づ
い

た
多
様
で
個
性
的
な
地
域
社
会
を

目
指
す
に
は
、財
政
基
盤
の
充
実
・

強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
七
年
度

の
会
務
運
営
は
、
県
、
全
国
町
村

会
及
び
関
係
団
体
と
連
携
を
緊
密

に
し
て
、
町
村
自
治
確
立
の
た

め
、
町
村
財
政
基
盤
の
強
化
な
ど

町
村
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
た
政
務
活
動
を
、
県
内
町
村

の
創
意
と
英
知
を
結
集
し
な
が
ら

積
極
的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
本

会
の
主
要
事
業
で
あ
る
町
村
長
の

健
康
維
持
増
進
の
た
め
の
健
康
管

理
事
業
を
は
じ
め
、
町
村
長
並
び

に
町
村
職
員
の
研
修
、
表
彰
、
町

村
職
員
採
用
試
験
、
法
令
外
負
担

金
の
規
制
、
会
報
活
動
等
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
効
果
的
・
効
率
的
に

実
施
し
て
い
く
。
共
済
関
係
八
事

業
に
つ
い
て
は
、
公
有
財
産
の
保

全
、
町
村
職
員
の
生
活
安
定
を
図

る
立
場
か
ら
、
市
町
村
に
対
し
て
、

加
入
・
継
続
を
積
極
的
に
推
進
し
、

も
っ
て
町
村
の
振
興
発
展
と
活
力

あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
七
年

及
び
予
算
な
ど
議
案
四
件
に
つ
い

て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
吉
田
副
会
長
が
「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
農
畜
水

産
物
等
の
風
評
被
害
対
策
並
び
に

防
災
・
減
災
・
老
朽
化
対
策
の
強

力
な
推
進
」
な
ど
十
二
項
目
の
決

議
を
朗
読
し
、
満
場
一
致
で
採
択

し
た
。
な
お
、
決
議
の
実
行
運
動

の
方
法
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に

一
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

議
案
及
び
議
決
の
内
容
は
次
の

と
お
り
。

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
七

年
度
青
森
県
町
村
会
事
業
計
画

案
（
抜
粋
）
＝
町
村
を
取
り
ま
く

環
境
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
行
や
人
口
減
少
、
景
気
回
復
が

未
だ
波
及
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ

度
青
森
県
町
村
会
会
費
案
＝
会
費

総
額
は
、
六
百
四
十
九
万
二
千
円

と
す
る
。

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
七

年
度
青
森
県
町
村
会
一
般
会

計
予
算
案
＝
収
入
支
出
予
算
総

額
を
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ

二
億
九
千
九
百
六
十
七
万
八
千
円

（
対
前
年
度
比
二
千
三
十
八
万
九

千
円
、
七
・
三
％
増
）
と
す
る
。

○
議
案
第
四
号　

平
成
二
十
七

年
度
青
森
県
町
村
会
公
有
物

件
共
済
事
業
等
特
別
会
計

予
算
案
＝
経
常
収
支
計
を
、

五
千
二
百
五
十
二
万
一
千
円
と
す

る
。

決議文を読み上げる吉田副会長

決　　議（項目抜粋）
１　東日本大震災からの復興と農畜水産物等の風評被害対策並びに防災・減災・老朽化対策
を強力に推進すること

１　歳出特別枠及び別枠加算を堅持するとともに、交付税率を引き上げ、地方交付税等の一
般財源総額を確保すること

１　償却資産に係る固定資産税及びゴルフ場利用税を堅持するとともに、車体課税の見直し
は、町村財政に減収が生じないよう、代替財源の確保を前提とすること

１　地域の活性化のため、田園回帰の環境を充実させ、農山漁村の振興を図るとともに、都
市と農山漁村の共生社会を実現すること

１　実効性のある米の需給・価格安定対策及び経営所得対策の確立など、強い農林水産業の
実現並びに食の安全・安心の確保を図ること

１　経済の活性化と魅力ある就業機会を創出するため、地域の特性を生かした効果的な経済・
雇用施策を強力に推進すること

１　地方分権改革を強力に推進すること
１　道州制は導入しないこと
１　ＴＰＰ交渉にあたっては、国益の堅持と重要５品目等聖域の確保に万全を期すこと
１　東北新幹線全線開業及び北海道新幹線開業効果の最大限の獲得と、観光振興を図ること
１　道路、生活環境など社会資本整備に係る公共事業費の必要額を確保するとともに、道路
交通ネットワークの整備促進を図ること

１　人口減少、少子高齢化の進行に対応した医療・保健・福祉・子育て支援施策を強力に推
進するとともに、地域医療の確保・充実のため医師確保対策を推進すること

三村知事が来賓祝辞を述べる

議　

事

議　

事

二
十
七
年
度
事
業
計
画
・

予
算
を
原
案
ど
お
り
決
定



４あおもり

町
村
長
（
在
職
四
期
以
上
退
任
）

　

北
津
軽
郡
鶴
田
町

中
野　

司

　

下
北
郡
佐
井
村

太
田　

健
一

町
村
長
（
就
任
三
期
）

　

中
津
軽
郡
西
目
屋
村関　

　

和
典

町
村
長
（
在
職
十
年
以
上
）

　

南
津
軽
郡
田
舎
館
村鈴

木　

孝
雄

　

上
北
郡
横
浜
町

野
坂　
　

充

　

下
北
郡
大
間
町

金
澤　

満
春

　

三
戸
郡
新
郷
村

須
藤　

良
美

一
般
職
の
職
員

（
在
職
二
十
五
年
以
上
）

平
内
町
＝
須
藤
由
美
子
、
木
下
孝

子
、
一
戸
恵
美
子

今
別
町
＝
山
﨑
真
直

鰺
ヶ
沢
町
＝
櫻
井
春
樹

深
浦
町
＝
堀
内
崇
史
、
堀
内
美
奈

子
、
小
野
聖
司
、
兼
平
正
春

藤
崎
町
＝
清
野
健
志
、
田
邊
崇
子

田
舎
館
村
＝
高
屋
睦
子

板
柳
町
＝
工
藤
有
美
子

中
泊
町
＝
齋
藤
淳
、
橋
本
福
枝

野
辺
地
町
＝
鳥
谷
部
則
子
、
上
野

義
孝
、
五
十
嵐
洋
介

七
戸
町
＝
仁
和
圭
昭
、
金
見
勝
弘

六
戸
町
＝
辻
浦
宗
典

東
北
町
＝
駒
井
光
人
、
川
口
香
、

野
田
頭
斗
司
夫
、
福
村
誠
、
林
博

幸
、
和
田
俊
光
、
舘
崎
裕
之

お
い
ら
せ
町
＝
橋
本
真
人
、
高
橋

勝
江

六
ヶ
所
村
＝
髙
橋
総
司
、
小
川
良

子
、
上
野
淳
子

大
間
町
＝
山
田
久
美
子

風
間
浦
村
＝
亀
谷
孝
信
、
酒
井
敦

弘
、
伊
勢
貴
治
、
土
井
豊

佐
井
村
＝
佐
藤
明
子

三
戸
町
＝
馬
場
優
子

五
戸
町
＝
石
田
博
信
、
工
藤
智
廣
、

小
坂
由
加
里
、
今
川
淳
子

田
子
町
＝
富
岡
勝
栄
、
中
山
明
恒

南
部
町
＝
西
舘
昌
男
、
舘
崎
あ
つ

子
、
高
森
良
成
、
玉
舘
真
由
美
、

市
ヶ
関
奈
智
子
、
田
中
亨
、
梅
内

幸
子
、
野
田
昭
彦
、
阿
部
か
お
る
、

佐
藤
慶
、
中
野
晃
一　

新
郷
村
＝
下
村
安
則
、

桜
台
博
明

北
部
上
北
広
域
事
務

組
合
＝
髙
村
雅
弘
、

黒
澤
朋
之
、
小
塚
直

毅
、
千
葉
繁
夫
、
小

笠
原
雪
江
、
漆
戸
ゆ

か
り
、
川
畑
薫
、
立

花
達
朗

中
部
上
北
広
域
事
業

組
合
＝
木
村
和
仁
、

附
田
ユ
カ
、
井
内
志

津
子
、
向
中
野
厚
子
、

武
田
美
代
子

三
戸
郡
福
祉
事
務
組

合
＝
長
崎
真

全
国
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

青
森
県
町
村
会
表
彰

自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
は
、

二
月
十
六
日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ

ラ
ス
青
い
森
で
平
成
二
十
七
年
第

一
回
議
会
定
例
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、
舘
岡
管
理
者
を
は
じ

め
、
議
員
等
十
市
町
村
長
。

　

定
例
会
で
は
、
舘
岡
管
理
者
が

平
成
二
十
七
年
度
予
算
な
ど
、
四

件
の
議
案
と
一
件
の
報
告
事
項
の

提
案
理
由
を
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ

審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承

認
、
決
定
し
た
。

　

議
案
・
報
告
は
次
の
と
お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
七
年

度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

一
般
会
計
予
算
案
＝
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

八
億
四
千
二
百
八
十
四
万
六
千
円

（
対
前
年
度
比
二
千
八
百
六
十
二

万
余
円
、
三
・
四
％
減
）
と
す
る
。

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
七

年
度
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
市
町
村
税
滞
納
整
理
特
別

会
計
予
算
案
＝
歳
入
歳
出
予
算

総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

六
千
九
百
八
十
六
万
五
千
円
（
対

前
年
度
比
七
百
四
十
六
万
円
、十
・

七
％
増
）
と
す
る
。

○
議
案
第
三
号　

青
森
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
＝
本
組
合
職
員
の
給
料
月

額
及
び
単
身
赴
任
手
当
の
額
を
改

定
し
、
並
び
に
住
居
手
当
及
び
単

身
赴
任
手
当
に
係
る
支
給
対
象
職

員
の
範
囲
並
び
に
管
理
職
員
特
別

勤
務
手
当
に
係
る
支
給
事
由
を
拡

大
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
等
を
行
う
も
の
。

○
議
案
第
四
号　

青
森
県
市
町
村

退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
数
の
減
少
及
び
青
森
県

市
町
村
職
員
手
当
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
＝
平
成
二
十
七
年
三

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
青
森
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
か
ら
青

森
地
域
広
域
消
防
事
務
組
合
を
脱

退
さ
せ
、
青
森
県
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
規
約
を
変
更
す
る
も

の
。

〇
報
告
第
一
号　

専
決
処
分
し
た

事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る

の
件
＝
青
森
県
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
職
員
の
給
料
月
額
及
び
期
末

手
当
の
額
等
を
改
定
す
る
た
め
条

例
改
正
を
行
っ
た
た
め
。

27
年
度
予
算

な
ど
決
定

総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会

前列奥から野坂横浜町長、鈴木田舎館村長、金澤大間町長、
須藤新郷村長、東北町の川口氏



５ 　あおもり

　

本
会
は
二
月
十
六
日
の
定
期
総

会
に
先
立
ち
、
二
月
二
日
、
青
森

市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、
平

成
二
十
七
年
第
一
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
、
舘
岡
会
長

を
は
じ
め
役
員
町
村
長
十
一
人
。

　

理
事
会
で
は
、
二
十
七
年
度

事
業
計
画
な
ど
の
議
案
四
件
及

び
、
定
期
総
会
次
第
な
ど
の
協
議

事
項
六
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定

し
、
事
業
計
画
及
び
予
算
案
は
二

月
十
六
日
開
催
の
本
会
定
期
総
会

に
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

議
案
及
び
協
議
事
項
は
次
の
と

お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
七
年

度
青
森
県
町
村
会
事
業
計
画
案

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
七
年

度
青
森
県
町
村
会
会
費
案

○
議
案
第
三
号　

平
成
二
十
七
年

度
青
森
県
町
村
会
一
般
会
計
予

算
案

○
議
案
第
四
号　

平
成
二
十
七
年

度
青
森
県
町
村
会
公
有
物
件
共

済
事
業
等
特
別
会
計
予
算
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

平
成
二
十
七
年

第
一
回
青
森
県
町
村
会
定
期
総

会
次
第
案
並
び
に
案
件

○
協
議
事
項
二　

決
議
案

○
協
議
事
項
三　

平
成
二
十
八
年

度
政
府
予
算
編
成
及
び
施
策
に

関
す
る
要
望
運
動
案

○
協
議
事
項
四　

町
村
長
の
健
康

管
理
研
修
案

○
協
議
事
項
五　

北
東
北
三
県
町

村
長
中
央
研
修
会
・
交
流
会
の

実
施

○
協
議
事
項
六　

平
成
二
十
七
年

の
町
村
会
会
長
等
の
選
任

第
一
回
生
協
支
部
委
員
会

　

理
事
会
終
了
後
、
引
き
続
き
、

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
県

支
部
は
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案

一
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定

　

本
会
は
三
月
二
十
三
日
、
青
森

市
の
ホ
テ
ル
青
森
で
平
成
二
十
七

年
第
二
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、
舘
岡
会
長
を
は
じ
め

役
員
町
村
長
十
二
人
。

　

理
事
会
で
は
、
議
案
一
件
及
び

二
十
七
年
度
市
町
村
長
会
議
（
町

村
の
部
）
に
お
け
る
提
言
事
項
な

ど
の
協
議
事
項
三
件
に
つ
い
て
審

議
し
、
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

　

議
案
及
び
協
議
事
項
は
次
の
と

お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

青
森
県
町
村
会

常
務
理
事
及
び
職
員
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程
案

協
議
事
項

○
協
議
事
項
一　

役
員
の
選
任
に

つ
い
て

し
、
本
会
定
期
総
会
に
報
告
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

議
案
は
次
の
と
お
り
。

議
案

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
七
年

度
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

青
森
県
支
部
会
計
予
算
案

〇
協
議
事
項
二　

平
成
二
十
七
年

度
市
町
村
長
会
議（
町
村
の
部
）

に
つ
い
て
＝
同
会
議
で
、
次
の

十
二
項
目
を
提
言
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

１　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

と
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

２　

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て

３　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化

に
つ
い
て

４　

観
光
客
誘
客
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

５　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

６　

青
年
交
流
事
業
の
実
施
に
つ

い
て

７　

海
岸
漂
着
物
の
廃
棄
処
理
対

策
に
つ
い
て

８　

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
子
育

て
支
援
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

９　

雇
用
及
び
移
住
・
定
住
者
促

進
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

10　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
11　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

12　

学
校
施
設
等
の
防
災
機
能
の

強
化
等
に
つ
い
て

〇
協
議
事
項
三　

会
長
職
務
代
理

者
に
つ
い
て
＝
舘
岡
会
長
は
、

任
期
満
了
に
伴
い
平
成
二
十
七

年
四
月
二
十
九
日
を
も
っ
て
町

長
を
退
任
す
る
こ
と
か
ら
、
退

任
後
の
会
長
職
務
代
理
者
を
吉

田
副
会
長
と
す
る
。（
期
間
：

平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
日
か

ら
平
成
二
十
七
年
六
月
十
八

日
）

27
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
審
議

第
１
回
理
事
会
・
生
協
支
部
委
員
会

市
町
村
長
会
議
提
言
事
項
を
決
定

　
　

第
２
回
理
事
会　
　
　



６あおもり

　

本
会
は
二
月
十
六
日
、
青
森
市

の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、
新
た

な
農
業
農
村
政
策
・
地
方
創
生
に

関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
た
。
出

席
者
は
、
町
村
長
二
十
八
人
の
ほ

か
、
町
村
幹
部
職
員
等
約
九
十
人
。

　

本
研
修
会
は
、
全
国
町
村
会
が

昨
年
取
り
ま
と
め
た
「
農
業
農
村

政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
提

言
」
と
「
地
方
創
生
の
推
進
に
関

す
る
提
言
」
を
踏
ま
え
、
今
後
、

町
村
が
積
極
的
に
新
た
な
施
策
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
に
資
す
る
た

め
開
催
し
た
も
の
。

　

は
じ
め
に
舘
岡
会
長
が
「
現
在
、

町
村
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
く
、

農
業
・
農
村
政
策
は
大
幅
な
変
更

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
極
め
て
重
要

な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
。
一
方
、

現
在
、
高
齢
化
、
少
子
化
が
急
速

に
進
行
し
、
人
口
減
少
が
各
地
域
、

日
本
全
体
で
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
は
「
地
方

創
生
」
を
内
政
の
最
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
て
い
る
。
各
自
治
体
が

新
た
な
施
策
を

展
開
し
て
い
く

こ
と
に
資
す
る

た
め
に
も
、
本

研
修
会
が
実
り

多
い
も
の
と
な

る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。」

と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

研
修
会
で

は
、
は
じ
め
に
全
国
町
村
会
事
務

総
長
の
石
田
直
裕
氏
が
「
都
市
・

農
村
共
生
社
会
の
創
造
」
と
題
し
、

講
演
し
た
。
石
田
氏
は
「
農
村

は
、
過
疎
高
齢
化
の
進
展
、
就
業

人
口
や
農
業
所
得
の
減
少
等
、
厳

し
い
現
状
に
お
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
近
年
、
農
村
の
潜
在
的
な

価
値
を
再
評
価
し
、
活
用
し
よ
う

と
い
う
田
園
回
帰
の
動
き
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
農
業
・
農
村
政
策

の
基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
三
つ

の
基
本
理
念
「
多
面
的
機
能
の
発

揮
」「
農
村
の
振
興
」「
農
業
の
発

展
」
の
バ
ラ
ン
ス
均
衡
が
農
村
価

値
の
創
生
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て

は
田
園
回
帰
基
盤
の
構
築
へ
向
か

う
。真
に
必
要
な
こ
と
は
、「
都
市
・

農
村
共
生
社
会
」
の
創
造
で
あ
り
、

「
田
園
回
帰
」
の
時
代
を
迎
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
創
造
へ
の
道
筋

が
、
よ
り
鮮
明
に

浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。
地
方
創
生

政
策
が
動
き
出
し

た
今
、
全
国
町
村

会
で
も
「
都
市
農

村
共
生
社
会
」
の

実
現
に
向
け
様
々

な
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。」

と
述
べ
た
。

　

次
に
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
大

森
彌
氏
が
「
地
方
創
生
の
推
進
」

と
題
し
、
講
演
し
た
。
大
森
氏

は
「『
増
田
レ
ポ
ー
ト
』
の
最
大

の
焦
点
は
、
実
は
東
京
に
あ
る
と

し
て
、
あ
れ
だ
け
若
者
が
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
合
計
特
殊
出
生

率
が
最
も
低
い
。
こ
れ
は
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
作
れ
な
い
環
境
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
地

方
の
問
題
も
解
決
し
な
が
ら
、
東

京
の
問
題
も
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
人
口
減
少
解
決

の
手
立
て
は
、
若
者
た
ち
が
結
婚

す
る
こ
と
で
あ
り
、
安
心
し
て
結

婚
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
が
で
き

る
よ
う
な
経
済
・
社
会
的
な
環
境

を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
女

性
は
妊
娠
か
ら
出
産
の
時
期
が
一

番
辛
い
時
期
で
あ
り
、
不
安
で
あ

る
。
こ
の
時
期
を
社
会
全
体
で
支

え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
男
性

た
ち
も
育
児
や
家
事
に
参
加
し
な

い
限
り
、
第
二
子
、
第
三
子
は
生

ま
れ
て
こ
な
い
。
そ
し
て
、
自
治

体
、
市
町
村
が
自
然
に
消
滅
す
る

こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
人
数
が
少

な
く
て
も
自
治
体
と
し
て
維
持
す

る
こ
と
は
で
き
る
。
自
治
体
が
消

滅
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
ら
法

人
で
あ
る
こ
と
を
放
棄
す
る
こ
と

で
あ
る
。
法
人
で
あ
る
こ
と
を
辞

め
る
と
き
は
、
合
併
す
る
と
き
で

あ
る
。従
来
、「
向
都
離
村
」で
あ
っ

た
が
、
こ
の
時
期
は
終
わ
り
始
め

た
。
人
々
が
積
極
的
に
地
方
へ
向

か
い
は
じ
め
「
向
村
離
都
」
へ
な

り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
社

会
の
大
き
な
転
換
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
こ
の
方
向
に
向
か
っ
て

政
策
を
推
進
し
て
い
け
ば
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。」
と
述
べ
、

参
加
者
は
「
新
た
な
農
業
農
村
政

策
」、「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
た
。

石田氏が「新たな農業農村政策」について
講演

「地方創生」をテーマに大森氏が講演

「
新
た
な
農
業
農
村
政
策
」「
地
方
創
生
」
を
テ
ー
マ
に

　

石
田
全
国
町
村
会
事
務
総
長
、大
森
東
大
名
誉
教
授
が
講
演

新
た
な
農
業
農
村
政
策
・
地
方
創
生
に
関
す
る
研
修
会



７ 　あおもり

　

本
会
は
二
月
二
十
七
日
、
青
森

市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
農
林

水
産
品
等
の
販
路
拡
大
に
関
す
る

町
村
自
治
振
興
会
議
を
開
催
し
た
。

　

出
席
者
は
農
林
水
産
品
等
の
販

路
拡
大
に
関
す
る
関
係
担
当
課
長

及
び
担
当
職
員
二
十
五
人
。

　

は
じ
め
に
、
本
会
の
小
笠
原
常

務
理
事
が
「
全
町
村
長
を
対
象
に

開
催
し
た
拡
大
産
業
経
済
委
員
会

で
の
協
議
等
を
踏
ま
え
、
町
村
長

自
ら
が
香
港
、
上
海
に
お
け
る
本

県
を
含
め
た
日
本
の
農
林
水
産
品

等
の
海
外
輸
出
の
状
況
等
に
つ
い

て
調
査
し
た
ほ
か
、
町
村
自
治
振

興
調
査
研
究
事
業
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
二
回
の
会
議
と
視
察
研
修

を
実
施
し
て
き
た
。
本
日
は
、
最

後
の
会
議
と
な
る
も
の
で
、
本
会

議
が
、
本
県
農
林
水
産
品
等
の
販

路
拡
大
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
。」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

会
議
で
は
、
は
じ
め
に
元
ロ
ー

ソ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
社
長
で
全
日
本

農
商
工
連
携
推
進
協
議
会
会
長
の

都
築
冨
士
雄
氏
が「
食
料
と
農
業
・

流
通
の
現
状
と
農
業
経
営
」
と
題

し
講
演
し
た
。
都
築
氏
は
、「
こ

れ
か
ら
の
農
業
は
地
域
を
活
性
化

し
て
、
雇
用
を
生
み
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
地
域
活
性
化
の
方

法
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
作
っ
て
そ
れ
を
売
り
出
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
。
地
域
ブ
ラ
ン

ド
は
観
光
ブ
ラ
ン
ド
、
特
産
品
ブ

ラ
ン
ド
、
暮
ら
し
ブ
ラ
ン
ド
の
三

つ
の
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、こ
れ
か
ら
の
経
営
者
、リ
ー

ダ
ー
と
し
て
重
要
な
こ
と
が
四
点

あ
り
、
そ
れ
は
情
報
収
集
力
、
先

見
力
・
洞
察
力
、
意
思
決
定
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。」と
述
べ
た
。

　

次
に
、「
学
校
給
食
に
お
け
る

地
元
食
材
等
の
活
用
に
向
け
た
体

制
づ
く
り
の
推
進
」
と
題
し
、
町

村
か
ら
の
事
例
発
表
を
行
っ
た
。

　

藤
崎
町
農
政
課
の
神
課
長
補
佐

は
、「
平
成
二
十
年
に
、
む
ら
お

こ
し
総
合
活
性
化
事
業
で
、
地
産

地
消
、
食
材
の
供
給
体
制
、
納
品

組
合
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
農
産
物
直
売
所
「
食
彩
と
き

わ
館
」
を
拠
点
と
す
る
、
納
品
組

合
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
。（
同

館
は
町
の
施
設
で
、
農
産
物
直
売

組
合
に
管
理
委
託
）
ま
た
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
は
地
元
の
食
材
を

優
先
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
お
り
、
週
四
日
の
米

飯
給
食
や
、
米
粉
パ
ン
で
は
地
元

産
の
「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」
を
使
用

し
て
い
る
。
野
菜
、
果
物
も
地
元

産
を
使
用
し
、
地
元
で
収
穫
し
た

り
ん
ご
を
搾
っ
た
り
ん
ご
ジ
ュ
ー

ス
も
、
月
一
回
提
供
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
は
、
契
約
栽
培
の
検

討
や
出
荷
者
の
増
加
対
策
等
の
供

給
数
量
の
確
保
、
巡
回
集
荷
等
の

農
産
物
集
荷
体
制
の
検
討
、
農
産

物
加
工
品
の
取
り
組
み
等
で
あ
る
。

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
「
農
産
物

拠
点
づ
く
り
整
備
構
想
」
を
立
ち

上
げ
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向

け
職
員
一
同
頑
張
っ
て
い
く
。」

と
説
明
し
た
。

　

新
郷
村
教
育
委
員
会
総
務
課
の

桜
井
総
括
主
幹
は
「
平
成
二
十
五

年
度
か
ら
県
内
で
初
め
て
給
食
費

無
償
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
地
元

農
産
物
の
積
極
的
利
用
に
つ
い
て

も
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
当
初
は
、

使
用
食
材
の
数
量
が
少
な
く
生
産

者
か
ら
納
入
業
者
へ
の
流
通
経
路

が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
関

係
機
関
が
集
ま
り
意
見
交
換
を
行

い
、
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
に

仲
介
を
依
頼
す
る
こ
と
で
、
各
学

校
に
地
元
農
産
品
を
納
品
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
地
産
地
消
、
食
育

推
進
の
た
め
に
も
、
児
童
生
徒
の

健
康
増
進
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
が
地
域
の
食
文
化
や
産

業
等
に
も
目
を
向
け
、
感
謝
の
気

持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
。」
と
説
明
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
藤
崎
町
の
事

例
発
表
に
対
し
「
直
売
所
の
会
員

に
な
る
た
め
の
会
費
、
町
補
助
金

等
の
有
無
に
つ
い
て
」
等
の
質
問

が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
藤
崎
町

か
ら
「
農
産
物
直
売
所
の
組
合
員

に
な
る
た
め
に
は
、
入
会
金
と
し

て
個
人
五
万
円
、
団
体
十
五
万
円
。

年
会
費
と
し
て
個
人
五
千
円
、
団

体
一
万
五
千
円
。
団
体
で
は
ト
キ

ワ
養
鶏
や
Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
、
八

峰
園
な
ど
が
登
録
し
て
い
て
、
指

定
管
理
料
は
な
い
。」
と
説
明
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
学
校
給

食
に
お
け
る
地
元
食
材
等
の
活
用

調
査
の
集
計
結
果
報
告
及
び
報
告

書
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

事
務
局
案
の
と
お
り
作
成
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

元ローソン・ジャパン社長の都築氏が講演

藤崎町の神課長補佐新郷村教育委員会の桜
井総括主幹

農林水産品等の
販路拡大を検討
第３回町村自治振興会議
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本
会
は
二
月
二
日
、
青
森
市
の

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
関
す
る
研
修
会
を
開

催
し
た
。

　

出
席
者
は
町
村
長
を
は
じ
め
町

村
の
幹
部
職
員
五
十
八
人
。

　

本
研
修
会
は
、
我
が
国
の
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方
向
性
を

示
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
、

平
成
二
十
六
年
四
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
概
要
と

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
様
々
な

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
全
国
山

村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県
支
部
並

び
に
本
会
、
県
市
長
会
、
県
市
町

村
振
興
協
会
は
四
者
共
催
に
よ
り
、

二
月
二
十
七
日
、
青
森
市
の
ラ
・

プ
ラ
ス
青
い
森
で
農
山
漁
村
活
性

化
研
修
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
、
町
村
長
を
は
じ
め
県
市
町
村

の
担
当
者
等
約
六
十
人
。

　

農
山
漁
村
地
域
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
近
年
、
農
林
水
産
物
価
格

や
農
林
水
産
業
所
得
の
低
迷
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
等

の
中
で
、
担
い
手
の
減
少
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
等
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
地
域
の
活
力
も
低

下
し
つ
つ
あ
る
。
本
研
修
会
は
、

こ
う
し
た
現
状
を
打
破
し
、
地
域

の
価
値
あ
る
自
然
や
文
化
を
継
承

し
な
が
ら
、
農
山
漁
村
地
域
の
活

性
化
と
市
町
村
行
政
の
円
滑
な
推

進
に
資
す
る
た
め
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
。

　

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
、

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県

支
部
の
野
坂
支
部
長（
横
浜
町
長
）

が
「
本
県
の
農
林
水
産
業
は
、
食

料
自
給
率
が
全
国
で
常
に
上
位
の

基
幹
産
業
で
あ
る
。
一
方
で
、
農

林
水
産
業
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
産

業
と
し
て
の
競
争
力
を
高
め
つ
つ
、

地
域
と
の
調
和
を
重
視
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
産
業
と
し
て
成
長
に

導
い
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

引
き
続
き
、
明
治
大
学
副
学
長

農
学
部
教
授
の
竹
本
田
持
氏
が

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
・
農
村
に
は

可
能
性
が
あ
る
―
地
域
資
源
を
活

用
し
た
農
業
・
農
村
活
性
化
―
」

と
題
し
、
講
演
し
た
。
竹
本
氏

視
点
か
ら
検
討
し
、
理
解
を
深
め

る
た
め
実
施
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
、

本
会
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
特
別
委
員

会
の
須
藤
副
委
員
長（
新
郷
村
長
）

が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

引
き
続
き
、
公
益
財
団
法
人
地

球
環
境
産
業
技
術
研
究
機
構
主
席

研
究
員
で
東
京
大
学
大
学
院
総
合

文
化
研
究
科
客
員
教
授
の
秋
元
圭

吾
氏
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

の
概
要
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
の
策
定
に
む
け
て
」
と

題
し
、講
演
し
た
。
秋
元
氏
は「
今

後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
策
定

に
お
い
て
、経
済
性
、エ
ネ
ル
ギ
ー

安
定
供
給
・
安
全
保
障
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
踏

ま
え
る
べ
き
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は

安
全
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
長

期
的
に
は
、
供
給
・
需
要
一
体
と

な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
技
術
革
新
を
促
す
よ
う
な
政

策
を
推
進
す
べ
き
。」
と
述
べ
た
。

　

次
に
、
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
統
括
主
幹
の
渡
邊
重
信
氏
が

「
水
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

と
題
し
、
講
演
し
た
。
渡
邊
氏

は
「
水
素
は
使
用
時
の
大
気
汚
染

物
質
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が

無
く
、
様
々
な
資
源
か
ら
生
成
可

能
。
ま
た
、
多
様
な
需
要
に
も
対

応
可
能
で
、
三
十
年
以
上
に
渡
る

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開
発
の
経

験
と
蓄
積
が
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
推
進
す
る
意
義
で
あ
る
。
ま
た
、

水
素
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
高
め
、
環
境
問
題
に
貢
献

し
、
日
本
の
産
業
競
争
力
を
高
め

る
極
め
て
重
要
な
技
術
領
域
で
あ

る
。」
と
述
べ
、
出
席
者
は
今
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
た
。

エネルギー基本計画の概要について秋元氏が講演

水素社会の実現に向けて渡邊氏が講演

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る

研
修
会
を
実
施

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
特
別
委
員
会

地域経済の
活性化を

農山漁村活性化研修会
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は
「
農
業
の
六
次
産
業
化
は
、
生

産
者
が
少
し
で
も
加
工
流
通
分
野

に
出
て
行
く
こ
と
。
加
工
流
通
の

専
門
業
者
と
手
を
結
ぶ
こ
と
が
農

商
工
連
携
。
私
自
身
は
、
地
域
内

発
的
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
唱
す

る
。
地
域
内
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
、
農
産
物
生
産
・
流
通
の
生
産

物
利
用
側
に
あ
る
、
農
業
関
連
産

業
の
付
加
価
値
の
一
部
を
、
農
村

側
が
獲
得
す
る
た
め
の
取
り
組
み
。

地
域
が
主
体
性
を
も
っ
て
取
り
組

む
、
地
域
資
源
を
活
か
す
、
経
済

的
成
果
を
期
待
す
る
、
最
終
的
に

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
、
を

基
本
と
す
る
農
業
・
農
村
ビ
ジ
ネ

ス
で
あ
る
。
事
業
主
体
は
、
個
別

農
家
、
農
家
グ
ル
ー
プ
や
農
協
な

ど
の
生
産
者
組
織
、
商
工
会
な
ど

の
組
織
を
含
む
商
工
業
者
、
行
政

や
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
多
様
で
あ

り
、
事
業
の
主
導
権
を
保
持
し
た

状
態
で
の
連
携
・
協
力
で
も
よ
い
。

難
し
い
点
は
、
儲
け
と
地
域
貢
献

の
両
立
の
た
め
に
は
販
売
力
が
必

要
で
、
商
品
を
売
る
力
が
備
わ
ら

な
い
と
事
業
体
と
し
て
維
持
で
き

な
い
。
ま
た
、
消
費
者
の
呼
び
込

み
に
は
自
信
を
持
っ
た
対
応
が
一

番
大
切
で
、
何
か
を
消
費
者
の
た

め
に
し
て
あ
げ
よ
う
、
と
い
う
気

持
ち
を
持
つ
べ
き
。
今
の
若
い
人

達
は
、
自
分
で
何
か
を
し
よ
う
と

い
う
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。
人

間
と
し
て
、
生
き
物
と
し
て
、
こ

の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、
と
い
う

感
覚
が
出
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
若
い
人
達
が
活
躍
で
き
る

場
を
農
村
側
が
作
っ
て
い
く
こ
と

で
、
可
能
性
が
開
け
て
く
る
」
と

述
べ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
日
本
国
内
で

は
農
業
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け

か
」
等
の
質
問
が
あ
り
、
竹
本
氏

は
「
農
業
も
教
育
も
人
を
作
る
と

い
う
意
味
で
は
同
じ
く
根
幹
。
日

本
の
国
家
予
算
に
対
す
る
教
育
の

割
合
は
も
の
す
ご
く
低
い
。
奨
学

金
も
、
諸
外
国
は
給
付
型
が
主
で

あ
る
が
、
日
本
は
貸
与
型
。
農
業

も
同
じ
で
、
日
本
の
今
の
農
業
の

補
助
金
は
中
途
半
端
で
、
足
腰
を

強
く
で
き
て
い
な
い
。」と
述
べ
た
。

農業・農村の可能性について竹本氏が講演

　

本
会
は
、
二
月
九
日
か
ら
十
四

日
ま
で
の
日
程
で
、
町
村
長
十
八

名
、
町
村
職
員
一
名
が
参
加
し
、

中
国
香
港
特
別
行
政
区
、
上
海
市

等
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
、
平
成

二
十
六
年
一
月
八
日
に
開
催
し
た

拡
大
産
業
経
済
委
員
会
に
お
い

て
、
各
町
村
の
農
林
水
産
品
等
の

販
路
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
た
こ

と
等
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

本
県
を
含
め
た
日
本
の
農
林
水
産

品
等
の
海
外
輸
出
の
状
況
や
、
経

済
・
文
化
の
動
向
等
に
つ
い
て
調

査
研
修
し
、
各
町
村
の
行
財
政
運

営
、
産
業
振
興
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
た
も
の
。

　

ま
ず
、
ジ
ェ
ト
ロ
香
港
事
務
所

よ
り
「
香
港
に
お
け
る

国
別
の
食
品
輸
入
額
で

は
日
本
が
五
番
目
に
多

い
。
農
林
水
産
物
・
食

品
の
中
で
一
位
が
真

珠
、
二
位
が
乾
燥
ナ
マ

コ
。
ま
た
、
中
秋
節
や

旧
正
月
の
贈
答
シ
ー
ズ

ン
は
小
売
り
の
売
り
上

げ
が
増
加
す
る
。
日
本

の
り
ん
ご
は
人
気
が
あ

り
、
香
港
の
人
は
値
段

が
高
く
て
も
納
得
す
れ

ば
買
う
。」
等
、
香
港

の
状
況
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
香
港
を
中
心

に
展
開
す
る
ブ
ラ
ン

ド
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
シ

テ
ィ
ー
ス
ー
パ
ー
」
の
香
港
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
店
及
び
上
海
Ｉ
Ｆ

Ｃ
店
で
、
日
本
の
食
料
品
等
の
販

売
状
況
を
視
察
し
た
。
視
察
時
は
、

旧
正
月
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に
板
柳
町
り
ん
ご
ワ
ー
ク

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
同
町
の

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
等
が
販
売
さ
れ

て
い
た
。
香
港
シ
テ
ィ
ー
ス
ー

パ
ー
の
ト
ー
マ
ス
社
長
か
ら
店
内

を
案
内
さ
れ
「
香
港
の
人
が
日
本

に
旅
行
し
た
際
の
食
事
や
経
験
等

に
よ
り
、
日
本
の
食
文
化
が
浸
透

し
、
我
々
も
ま
た
日
本
の
食
品
等

を
提
供
す
る
こ
と
で
そ
の
浸
透
に

取
り
組
ん
で
き
た
。」
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　

蘇
州
市
で
は
、
蘇
州
太
湖
国
家

観
光
リ
ゾ
ー
ト
区
・
緑
光
農
園
で

行
わ
れ
て
い
る
温
室
ハ
ウ
ス
で
の

ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
、
ハ
ー
ブ
の
栽

培
状
況
を
視
察
し
た
。
同
農
園
は
、

約
三
十
三
万
㎡
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
約
三
万
㎡
の
温
室
で
野
菜
・
果

物
を
栽
培
し
て
い
る
ほ
か
、
ゴ
ー

カ
ー
ト
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ

ル
等
も
備
え
て
い
る
。
農
業
だ
け

で
は
経
営
が
難
し
い
の
で
観
光
施

設
も
備
え
「
観
光
農
園
」
と
し
て

の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

香港シティースーパータイムズスクエア店を視察

日
本
の
農
林
水
産
品
等
の

日
本
の
農
林
水
産
品
等
の

販
売
状
況
を
学
ぶ

販
売
状
況
を
学
ぶ

町
村
長
行
政
調
査
研
修
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町
村
等
職
員
（
一
部
事
務
組
合

等
含
む
）
の
任
用
事
務
の
公
平
・

効
率
化
を
図
る
た
め
、
本
会
が
町

村
等
の
要
請
に
基
づ
き
実
施
す
る

町
村
職
員
採
用
試
験
の
二
十
六
年

度
実
施
状
況
は
下
表
の
と
お
り
。

　

実
施
日
は
、
日
本
人
事
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
が
定
め
た
七
月

二
十
七
日
（
日
）、
九
月
二
十
一

日
（
日
）
の
二
回
の
全
国
統
一
試

験
と
、
そ
の
他
の
期
日
に
実
施
し

た
個
別
試
験
。

　

実
施
団
体
は
、
三
十
一
団
体

（
二
十
八
町
村
・
三
事
務
組
合
）、

総
受
験
申
込
者
数
は
七
百
三
十
七

人
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
一

団
体
の
増
、
六
十
三
人
の
減
と

な
っ
た
。

　

二
十
七
年
度
に
町
村
職
員
採
用

試
験
の
実
施
を
申
込
み
す
る
団
体

は
、
本
会
指
定
の
期
日
ま
で
に
、

所
定
の
様
式
に
て
本
会
へ
お
知
ら

せ
願
い
ま
す
。
実
施
申
込
み
や
試

験
実
施
科
目
な
ど
、
ご
不
明
な
点

は
本
会
業
務
課
【
電
話
０
１
７

（
７
２
３
）
１
３
３
１
】
に
お
問

い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

［

二
十
七
年
度
町
村
職
員

採
用
統
一
試
験
の
概
要］

○
試
験
期
日
・
職
種

・
第
一
回
（
上
級
試
験
）

　
平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
六
日（
日
）

・
第
二
回
（
中
・
初
級
試
験
）

　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
日（
日
）

○
場
所

　

第
一
、二
回
と
も
青
森
市
内

○
実
施
申
込
方
法

　

各
団
体
に
既
に
ご
案
内
し
て
い

る
「
平
成
二
十
七
年
度
町
村
職
員

採
用
試
験
実
施
申
込
書
」
を
、
四

月
三
十
日
（
木
）
ま
で
に
本
会
へ

送
付
願
い
ま
す
。

○
そ
の
他
留
意
事
項
等

・
受
験
者
数
の
報
告

　

第
一
回
（
上
級
試
験
）
は
六
月

十
九
日
（
金
）、
第
二
回
（
中
・

初
級
試
験
）
は
八
月
十
三
日
（
木
）

ま
で
に
、
受
験
者
名
簿
を
本
会
へ

提
出
願
い
ま
す
。

・
公
募
方
法

　

受
験
者
公
募
の
手
続
き
は
各
団

体
が
行
う
こ
と
と
し
、
右
記
の
名

簿
提
出
期
日
に
間
に
合
う
よ
う
公

募
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
験
票
は

各
団
体
が
作
成
し
、
試
験
当
日
に

受
験
者
が
必
ず
持
参
す
る
よ
う
周

知
徹
底
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
試
験
当
日
の
実
施
運
営

　

例
年
、
本
会
職
員
と
試
験
実
施

団
体
担
当
者
が
連
携
し
対
応
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま

す
。

・
担
当
者
事
前
説
明
会

　

試
験
係
員
と
な
る
試
験
実
施
団

体
担
当
者
を
対
象
と
し
た
事
前
説

明
会
を
七
月
上
旬
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
試
験
実
施
申
込
み
の
あ
っ

た
団
体
に
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

・
経
費
負
担

　

試
験
問
題
の
作
成
及
び
採
点
に

係
る
経
費
は
、
団
体
申
込
み
の
科

目
料
金
を
申
込
人
数
に
応
じ
て
負

担
い
た
だ
き
ま
す
。

・
個
別
試
験

　

統
一
試
験
日
以
外
の
期
日
の
個

別
試
験
の
実
施
は
、
本
会
は
問
題

用
紙
等
の
提
供
・
採
点
の
み
行
い

ま
す
。
実
施
団
体
は
、
試
験
日
の

一
ヵ
月
前
ま
で
に
本
会
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

26
年
度
実
施
状
況

27
年
度
実
施
申
込
受
付
中

平成26年度町村職員採用試験申込者数
（単位：人）

職　　　種

合計上　級 中　級 初　級
社会人

No. 団体名 行政 土木 保健師 一般 社会
福祉 保健師 看護師 一般 消防 土木

1 平 内 町 16 1 9 26
2 今 別 町 5 6 5 3 19
3 外 ヶ 浜 町 13 2 15
4 蓬 田 村 4 6 10
5 鯵 ヶ 沢 町 26 26
6 深 浦 町 18 1 19
7 藤 崎 町 67 67
8 大 鰐 町 55 2 12 69
9 田 舎 館 村 14 14
10 板 柳 町 21 1 22
11 鶴 田 町 15 15
12 野 辺 地 町 14 5 19
13 七 戸 町 33 33
14 六 戸 町 10 2 7 19
15 横 浜 町 1 9 10
16 東 北 町 36 13 49
17 お い ら せ 町 33 1 9 18 61
18 六 ヶ 所 村 19 2 7 28
19 大 間 町 4 8 12
20 東 通 村 4 4
21 風 間 浦 村 5 5
22 佐 井 村 5 5
23 三 戸 町 9 2 1 7 19
24 五 戸 町 19 1 4 24
25 田 子 町 8 4 12
26 南 部 町 16 2 11 29
27 階 上 町 35 11 46
28 新 郷 村 6 1 7

29 中 部 上 北
広 域 事 業 組 合 13 13

30 鯵 ヶ 沢 地 区
消 防 事 務 組 合 14 14

31 北 部 上 北
広 域 事 務 組 合 8 18 26

合　計 396 5 1 11 1 7 5 222 74 4 11 737

町
村
職
員
採
用
試
験

26
年
度
実
施
状
況
と

27
年
度
実
施
に
つ
い
て
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本
会
に
事
務
局
を
置
く
県
広
報

広
聴
協
議
会
は
、
一
月
二
十
九
日
、

青
森
市
の
県
共
同
ビ
ル
で
平
成

二
十
七
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審

査
会
を
開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
市
町
村
の
広

報
活
動
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

県
内
市
町
村
か
ら
広
報
紙
十
九
点
、

写
真
三
十
六
点
、
映
像
一
点
の
応

募
が
あ
っ
た
。

　

六
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
審
査

の
結
果
、
広
報
紙
総
合
の
部
で
弘

前
市
の｢

広
報
ひ
ろ
さ
き
」（
平

成
二
十
六
年
一
月
一
日
号
）
が
特

選
に
、鶴
田
町
の｢

広
報
つ
る
た
」

（
平
成
二
十
六
年
十
月
号
）
が
準

特
選
と
な
っ
た
。

　

上
位
入
賞
作
品
は
、
日
本
広
報

協
会
主
催
の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
県
代
表
と
し
て
推
薦
す
る
。

　

入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
。

27
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　

広
報
紙
総
合
の
部

「
広
報
ひ
ろ
さ
き
」
が
特
選

所　　属 職　　名 氏　　名

東 奥 日 報 社 編集局整理部長 白　取　心　平

デーリー東北新聞社 青森支社長 竹ノ子　昭　二

陸 奥 新 報 社 青森支社長 渋　谷　　　浩

青 森 放 送 取締役報道局長 山　本　恒　太

青 森 テ レ ビ 報道制作局長 菊　谷　浩　志

青 森 朝 日 放 送 取締役報道制作局長 森　　　純　一

審 査 委 員

平成27年青森県広報コンクール審査結果

広報紙部門（総合の部）
特　選　弘　前　市　「広報ひろさき」 １月１日号※
準特選　鶴　田　町　「広報つるた」 10月号※

広報紙部門（市部）
入　選　三　沢　市　「広報みさわ」　 ７月号　
佳　作　八　戸　市　「広報はちのへ」 11月号　
佳　作　む　つ　市　「広報むつ」 11月10日号　
奨励賞　十 和 田 市　「広報とわだ」 11月号　
　

広報紙部門（町村部）
入　選　三　戸　町　「広報さんのへ」　 ６月号　
佳　作　おいらせ町　「広報おいらせ」　 ８月号　
佳　作　六 ヶ 所 村　「広報ろっかしょ」 11月号　
奨励賞　外 ヶ 浜 町　「広報そとがはま」　 ７月号　
奨励賞　板　柳　町　「広報いたやなぎ」 11月号　

広報写真部門（一枚写真の部）
入　選　鶴　田　町　「広報つるた」 10月号※
佳　作　十 和 田 市　「広報とわだ」　 ６月号　
奨励賞　六 ヶ 所 村　「広報ろっかしょ」 10月号　

広報写真部門（組み写真の部）
入　選　弘　前　市　「広報ひろさき」 ３月１日号※
佳　作　鶴　田　町　「広報つるた」　 ９月号　
奨励賞　外 ヶ 浜 町　「広報そとがはま」　 ８月号　

映像部門
入　選　青　森　市　「みんなで考える

スノーシティ・スノーライフ」※

※印は日本広報協会主催の全国広報コンクールへの推薦作品

特
選　

弘
前
市
「
広
報
ひ
ろ
さ
き｣

準
特
選　

鶴
田
町
「
広
報
つ
る
た｣
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平成27年度町村会関係主な行事予定
会議等の名称 日　時 場　所

正副会長会議
正副会長・理事・監事・顧問合同会議 ６月２日（火） 町村会役員室

臨時総会 ６月18日（木） 町村会「大会議室」

市町村総合事務組合　議会臨時会 ６月18日（木） 町村会役員室

政務調査委員会 ６月18日（木） 青森市内

平成28年度政府予算編成及び施策に関する要望運動 ６月予定 青森市内

監査会 ７月中旬予定 町村会役員室

理事会 ７月下旬予定 町村会役員室

町村長健康管理研修

８月25日（火）～ 27日（木）
　１日目　定期総会　15時
　２日目　健康管理研修
　３日目　半日ドック

野辺地町
まかど観光ホテル
青森市・総合健診センター

理事会・法令外負担金等委員会 10月予定 町村会役員室

県選出国会議員との懇談会 11月17日（火）　17時 東京都・ホテルニューオータニ

全国町村長大会 11月18日（水）　正午 東京都・ＮＨＫホール

北東北三県町村長中央研修会・中央交流会
（秋田県・岩手県町村会との合同開催）

11月18日（水）
　中央研修会　15時30分
　中央交流会　17時15分

東京都・ホテルニューオータニ

町村長行政調査研修 未定 未定

　県では、減塩の一層の推進のため、だしの効能
に着目し、だしの活用を普及する「味感を育む「だ
し活」事業」に取り組んでいます。
　だしのうま味は、塩味を補い、味をしっかりさ
せるので、おいしく無理なく減塩ができて、生活
習慣病の予防や食育につながります。また、三方
を海に囲まれ、自然豊かな本県には、だしの素材
になる農林水産物が豊富にあります。「だし活」
では、これらを「だし商品」に活用し、付加価値
を付けて販売することにより生産者等の所得向上
を目指しています。
　「だし商品」の開発に当たっては、県内の未利
用資源等の調査を行い、意欲のある生産者やメー
カー、流通事業者からなるワーキンググループを
立ち上げ、手軽に美味しく、塩分コントロールで
きる商品として、小売用・給食用のだし商品「で
きるだし」を開発、現在、県内で販売されています。
　また、味覚が育まれる子どもの頃からだしに慣
れ親しんでもらうため、だしを活用した給食の実

現に向け、栄
養教諭を対象
としたセミ
ナー等を開催
し、給食だよ
り、市町村広
報にだしの効
用等について
掲載いただき
ました。さら
に、学校給食、
社員食堂等向けのだしを活用した料理のレシピ集
の作成や、家庭でのだしの需要を開拓するため、
量販店におけるプロモーション活動等も実施しま
した。
　平成27年度も、引き続きこれらに取り組むとと
もに、開発した「だし商品」の家庭への普及に向
け、積極的な広報活動等を展開していくこととし
ています。

だしのうま味で減塩を推進だしのうま味で減塩を推進

「「味味
みみ

感感
か んか ん

を育むを育む「「　　　 　　　 」」事業事業」」美味し
く食べ

て

美味し
く食べ

て

　　家
族で減

塩！

　　家
族で減

塩！
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本
会
が
設
立
に
携
わ
り
支
援
し
て
い
る
、
津
軽
地
域
づ
く
り
研
究
会
、
上
十
三

地
域
づ
く
り
研
究
会
及
び
下
北
地
域
づ
く
り
研
究
会
は
、
自
治
体
職
員
の
資
質
向

上
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年
度
も
活
動
を
継
続
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
市
町
村
職
員
の
皆
さ
ん
、
他
市
町
村
の
自
治
体
職
員
と
共
に
、
自
己
研
鑚
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

津
軽
地
域
づ
く
り
研
究
会

■
研
究
会
に
主
に
関
わ
る
大
学
教
授

　

弘
前
大
学
大
学
院　

地
域
社
会
研
究
科　

科
長
・
教
授　

北
原　

啓
司　

氏

　

弘
前
大
学
大
学
院　

地
域
社
会
研
究
科　

准
教
授　
　
　

平
井　

太
郎　

氏

■
対
象
市
町
村
等

　

弘
前
市
、
黒
石
市
、
五
所
川
原
市
、
つ
が
る
市
、
平
川
市
、
平
内
町
、
今
別

町
、
外
ヶ
浜
町
、
蓬
田
村
、
鰺
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
、
西
目
屋
村
、
藤
崎
町
、
大

鰐
町
、
田
舎
館
村
、
板
柳
町
、
鶴
田
町
、
中
泊
町
、
中
南
地
域
県
民
局
、
西
北

地
域
県
民
局

上
十
三
・
下
北
地
域
づ
く
り
研
究
会

■
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

青
森
公
立
大
学　

経
営
経
済
学
部
教
授　

天
野　

巡
一　

氏

■
対
象
市
町
村
等

　

①
上
十
三
地
域
づ
く
り
研
究
会

　

十
和
田
市
、
三
沢
市
、
野
辺
地
町
、
七
戸
町
、
六
戸
町
、
横
浜
町
、
東
北
町
、

お
い
ら
せ
町
、
六
ヶ
所
村
、
上
北
地
域
県
民
局

　

②
下
北
地
域
づ
く
り
研
究
会

　

む
つ
市
、
大
間
町
、
東
通
村
、
風
間
浦
村
、
佐
井
村
、
下
北
地
域
県
民
局　

　
「
町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
」
は
、
平
成
27
年
度
も
こ
れ
ま
で
と
同
様

の
趣
旨
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
主
な
助
成
内
容

　

１　

助
成
金
額
：
２
０
０
万
円
を
限
度
に
実
費
助
成

　

２　

助
成
対
象
経
費

　

謝
金
、
旅
費
、
印
刷
製
本
費
・
複
写
費
、
賃
借
料
、
通
信
運
搬
費
、
共
同

事
業
に
関
す
る
負
担
金
、
そ
の
他
事
業
を
行
う
上
で
本
会
会
長
が
必
要
と
認

め
る
事
業

■
申
請
期
限

　

平
成
27
年
６
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
事
業
計
画
申
請
書
を
本

会
へ
提
出
願
い
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
並
び
に
地
域
づ
く
り
研
究
会
に
関
し
て

は
、い
ず
れ
も
本
会
業
務
課
（
電
話
０
１
７
│
７
２
３
│
１
３
３
１
）
ま
で
。

町
村
の
魅
力
発
信
事
業
助
成
事
業
を

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い

各
地
域
づ
く
り
研
究
会
の
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す

青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成27年４月１日現在　
町村数30町村（22町８村）

区　分
町村 町　村　長　氏　名 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長氏名

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24. 7.17 １ 27.11.14 山　　田　　光　　昭
今 別 町 阿　　部　　義　　治 S25. 9.18 １ 29.10.12
外 ヶ 浜 町 森　　内　　　　　勇 S13. 3. 2 ３ 29. 4.23 沼　　田　　謙　　市
蓬 田 村 久　　慈　　修　　一 S25. 8. 1 １ 29.11. 8

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 東　　條　　昭　　彦 S16. 4.15 ２ 29.12.26 長　　内　　　　　仁
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S28. 9. 9 ２ 28.12.20 菊　　池　　雄　　司

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S42. 2.24 ３ 30. 2.25

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S32. 6. 2 １ 27.11.19
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S27. 3.11 ２ 30. 7.21
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S12. 2.10 ３ 28.11.17 葛　　西　　幸　　男

北
郡

板 柳 町 舘　　岡　　一　　郎 S18. 3. 4 ４ 27. 4.29 成　　田　　誠　　一
鶴 田 町 相　　川　　正　　光 S28.10.29 1 30. 8.20
中 泊 町 小　　野　　俊　　逸 S17. 7.29 ５ 29. 4.23 秋　　元　　良　　一

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24. 8.16 １ 27.10.26 松　　山　　英　　樹
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S24. 1. 2 ３ 29. 4.23 似　　鳥　　和　　彦
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S25. 3.28 ６ 28. 1.27 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S26. 1.31 ３ 28.12.11 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 斗　　賀　　壽　　一 S19. 7. 2 ２ 29. 4.23 蛯　　名　　鉱　　治
お い ら せ 町 三　　村　　正 太 郎 S24.10. 7 ５ 30. 3.25 柏　　崎　　源　　悦
六 ヶ 所 村 戸　　田　　　　　衛 S22. 1.28 １ 30. 7. 6 橋　　本　　　　　晋

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S25. 3. 9 ３ 29. 1.18 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S17. 1. 7 ５ 29. 4.12 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 飯　　田　　浩　　一 S35. 5. 5 １ 27. 4.23
佐 井 村 樋　　口　　秀　　視 S26. 4.10 １ 30. 4.26

三
戸
郡

三 戸 町 竹　　原　　義　　人 S25.11.28 ２ 28.12.15 藤　　村　　正　　彦
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S29. 1. 1 ４ 27. 6.26 鳥 谷 部　　禮 三 郎
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39. 4.10 １ 28. 1.14 原　　　　　昌　　德
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S30. 5.22 ５ 30. 2.11 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S31. 8.23 ３ 29.12.23 沼　　沢　　範　　雄
新 郷 村 須　　藤　　良　　美 S15. 3.29 ３ 29. 5.28 横　　田　　孝　　夫
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ま

ち
づくりへ

の

南津軽郡

藤
ふじ

崎
さき

町
まち

  

藤
崎
町
は
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
、
他
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
農

産
物
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
農
業
と
「
食
」
を
結
び
つ
け
た
観
光
施
策
を
推
進
し
、

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

藤
崎
町
は
、
世
界
一
の
生
産
高

を
誇
る
り
ん
ご
「
ふ
じ
」
発
祥
の

地
で
あ
り
、
質
の
高
い
り
ん
ご
を

生
産
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
と

き
わ
に
ん
に
く
」
は
、
雪
の
よ
う

に
白
く
て
粒
が
大
き
く
、
県
内
で

も
随
一
の
品
質
を
誇
り
ま
す
。
米

の
生
産
も
盛
ん
で
、
平
成
二
十
六

年
度
は
、
水
稲
十
ア
ー
ル
あ
た
り

の
収
穫
量
が
県
内
第
二
位
で
し
た
。

減
農
薬
に
こ
だ
わ
っ
た
高
品
質
ク

リ
ー
ン
ラ
イ
ス「
つ
が
る
ロ
マ
ン
」

の
生
産
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
生
産
し
た
高
品
質
な
食
材

を
活
か
し
、
交
流
人
口
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、「
ふ
じ
ワ

ン
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
平
成
二
十
四

年
度
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
藤
崎
町
の

特
産
品
に
こ
だ
わ
っ
て
開
発
さ
れ

た
新
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、
投
票

に
よ
り
「
ふ
じ
さ
き
グ
ル
メ
」
の

頂
点
を
決
め
る
も
の
で
す
。

　

三
回
目
と
な
る
平
成
二
十
六
年

度
は
、
六
月
二
十
九
日
に
藤
崎
町

食
彩
と
き
わ
館
駐
車
場
で
開
催
し

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
町
内

外
か
ら
約
五
千
人
の
来
場
者
が
訪

れ
、
大
盛
況
で
し
た
。
町
内
十
店

舗
が
特
産
品
の
米
、
り
ん
ご
、
卵
、

に
ん
に
く
、
ア
ス
パ
ラ
な
ど
を
使

用
し
た
お
好
み
焼
き
そ
ば
や
モ
ツ

鍋
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
と
い
っ
た

自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
を
一
品
三
百
円

均
一
で
販
売
し
ま
し
た
。
参
加
店

舗
が
工
夫
を
重
ね
て
考
案
し
た
メ

ニ
ュ
ー
は
ど
れ
も
非
常
に
完
成
度

が
高
く
、
来
場
者
の
舌
を
満
足
さ

農
産
物
が
町
の
自
慢

ふ
じ
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ

開
催
！

ふじワングランプリ開会式

独
自
の
観
光
施
策
を
推
進

　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
の
魅
力
づ
く
り　

ま
ち
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
さ
ら
な
る
誘
客
を
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せ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
「
ふ

じ
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
き
っ
か

け
に
生
み
出
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
の

中
に
は
、
す
で
に
商
品
化
さ
れ
て

売
れ
筋
商
品
と
な
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
毎
年
新
た
な
ま
ち
の
魅

力
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
「
藤
崎

町
ふ
じ
り
ん
ご
ふ
る
さ
と
応
援
大

使
」
の
梅
沢
富
美
男
さ
ん
が
、
藤

崎
町
の
特
産
品
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
「
ふ
じ
さ
き
担
々
麺
」
を

抽
選
で
百
名
に
振
る
舞
い
、
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、

藤
崎
町
の
特
産
品
の
質
の
高
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

　　
「
ふ
じ
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に

よ
る
誘
客
効
果
を
持
続
さ
せ
る

た
め
、「
ま
ち
歩
き
」
を
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

実
施
当
初
は
「
ふ
じ
ワ
ン
グ
ラ

ン
プ
リ
」
参
加
店
舗
を
巡
る
だ
け

で
し
た
が
、
今
年
度
は
町
の
名
所

や
施
設
も
ま
ち
歩
き
の
ポ
イ
ン
ト

に
加
え
ま
し
た
。
こ
う
し
て
ス
タ

ン
プ
を
集
め
て
町
内
を
〝
ま
ち
歩

き
〞
し
て
い
る
間
に
、
良
い
と
こ

ろ
を
た
く
さ
ん
見
て
も
ら
い
、
藤

崎
町
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
一
番
の
目
的
で
す
。

　

藤
崎
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ

ン
ト
等
を
継
続
開
催
し
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
誘
客
活
動
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
メ
デ
ィ
ア
や
町
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
活
用
し
て
町
の
魅
力
を
発

信
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
誘
客

を
促
し
、
農
業
以
外
の
産
業
で
も

地
域
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

※
藤
崎
町
の
「
ふ
じ
ワ
ン
グ
ラ
ン

プ
リ
」「
ま
ち
歩
き
」
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
藤
崎
町
企

画
財
政
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
０
１
７
２

－

７
５

－

３
１
１
１
】

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

町
内
を
〝
ま
ち
歩
き
〞

まち歩きツアースタンプビンゴ

今
後
の
展
望

「ふじワングランプリ」で生まれたふじさきスイーツ

ふ
じ
り
ん
ご
ロ
ー
ル

（

ア
ン
ト
ル
メ
佐
藤
菓
子
店）

　

店
自
慢
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
に
ふ
じ
り
ん
ご
の

フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
レ
ザ
ー
ブ
が
巻
き
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
ア
ク
セ
ン
ト
に
カ
ラ
メ
ル
ソ
ー
ス
と
合

わ
せ
た
ほ
ろ
苦
い
り
ん
ご
を
の
せ
て
、
食
感
を

良
く
し
て
い
ま
す
。

ふ
じ
り
ん
ご
パ
イ（

イ
シ
ザ
ワ
菓
子
舗）

　

バ
タ
ー
が
香
る
サ
ク
サ
ク
パ
イ
生
地
の
中

に
、
ふ
じ
り
ん
ご
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
、
甘
さ
控
え
め
で

後
味
さ
っ
ぱ
り
な
逸
品
で
す
。

藤
崎
の
り
ん
ご
Ｄ
Ｅ
シ
ュ
ー

（

き
く
ち
覚
誠
堂）

　

ふ
じ
の
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
、
す
り
お
ろ
し
た

紅
玉
り
ん
ご
、
ト
キ
ワ
養
鶏
の
卵
を
使
っ
た

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
。
ふ
じ
の
甘
さ
と
紅
玉
の
酸

味
が
う
ま
く
調
和
し
た
ス
イ
ー
ツ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

グランプリふじさきグルメ
お好みやきそば　兵藤酒店
自家製ソースが絡まる焼きそばを絶品お好み焼
きで包む珠玉の逸品

　平成25年度グルメ部門を獲得した兵藤の焼き
そばとお好み焼きのコラボ。藤崎町産のりんご
と、にんにくの自家製ソースが決め手の太麺焼
きそばを、お好み焼きで包みました。
※町のイベントで食べることができます。
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町 村 ト ピ ッ ク ス

白
神
山
地
の
玄
関
口　

ア
ク
ア
グ
リ
ー
ン

ビ
レ
ッ
ジ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
オ
ー
プ
ン
！

蟹
と
し
ろ
う
お
祭
り

　新作リキュール『林檎のお酒 Filer
（フィレール）』が、道の駅つるた「鶴の
里あるじゃ」で販売されています。
　リキュールは、当町が友好交流協定
を結ぶ鹿児島県さつま町の軸屋酒造が、
鶴田町産のリンゴの果汁とさつま町産
の芋焼酎を使い製造。口の中でみずみ
ずしいリンゴの甘みと芋焼酎の程よい
香りが炭酸とともに広がるフルーティ
な味わいのお酒は、アルコール度数が
12度で、510ml瓶で税込み1,680円。冷
やして食前酒で飲むのがおすすめです。

北津軽郡

つ
る
た
ま
ち
鶴
田
町

り
ん
ご
の
お
酒
い
か
が
で
す
か

中津軽郡

に
し
め
や
む
ら

西
目
屋
村

　アクアグリーンビレッジANMONが今年も４月下旬にオー
プンします。周辺には、「ブナ林散策道」「マザーツリー」「暗
門の滝」など、さまざまな見どころがあり、これらの散策コー
スは５月中旬以降の開通予定です。そのなかでも暗門の滝は、
３つの滝からなる県内外でも有名な観光スポットです。キャン
プ場やコテージでの宿泊も可能ですので、ぜひ一度足を運ん
でみてください。
○アクアグリーンビレッジANMON
　営業期間：４月下旬～11月上旬
（施設オープン日とコース開通日は、残雪の状況により前後
する場合があります。）

　しろうおが遡上する蟹田川で、産卵
のために戻ってくる時期に合わせ、約
一カ月間繰り広げられる「蟹としろう
お祭り」。期間中、河川敷には飲食店
が設けられ、踊り食いをはじめとした、
とれたてのしろうおを使った料理が堪
能できます。
　毛ガニの一種で身が柔らかく小ぶり
なトゲクリガニも味わうことが出来ま
す。
○日時：４月下旬～５月中旬（予定）
○場所：外ヶ浜町蟹田川土手沿い

東津軽郡

そ
と
が
は
ま
ま
ち

外
ヶ
浜
町

　４月中旬の国道339竜泊ラインの冬
季閉鎖解除に合わせ、道の駅こどまり
がオープンします。
　４月25日（土）、26日（日）には旬
のヤリイカをテーマに「味覚まつり」
を開催します。新鮮なヤリイカの販売
をはじめ、ワカメ詰め放題など各種目
玉商品を用意しています。ご来場をお
待ちしています。

北津軽郡

な
か
ど
ま
り
ま
ち

中
泊
町

道
の
駅
こ
ど
ま
り
オ
ー
プ
ン

問い合わせ先　道の駅つるた「鶴の里あるじゃ」
　　　　　　　TEL 0173-22-5656

問い合わせ先　中泊町役場水産観光課
　　　　　　　TEL 0173-64-2111

問い合わせ先　外ヶ浜町役場産業観光課
　　　　　　　TEL 0174-31-1228

問い合わせ先　西目屋村役場産業課観光係　TEL 0172-85-2800
　　　　　　　アクアグリーンビレッジANMON　 TEL 0172-85-3021
　　　　　　　（宿泊の問合せはこちらへ）
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T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

　４月29日（水・祝）、第35回ホタテ
駅伝大会が野辺地町愛宕公園で開催さ
れます。県内では27年度最初の駅伝と
なる本大会、桜が咲き誇るコースで走
り始めを行ってみませんか？大会後は
桜の名所でお花見をお楽しみいただけ
ます。この他、観桜会や剣道大会など
イベント目白押しな春の野辺地町へぜ
ひお越しください。

上北郡

の
へ
じ
ま
ち

野
辺
地
町

今
年
の
駅
伝
は
こ
こ
か
ら
！
の
へ
じ
春
ま

つ
り『
ホ
タ
テ
駅
伝
大
会
』参
加
者
募
集

上北郡

ろ
く
の
へ
ま
ち

六
戸
町

　厳冬に耐える姿が有名な寒立馬です
が、春の日差しも麗らかな頃、新しい
命の誕生シーズンを迎えます（４月下
旬～）。この時期、放牧地の尻屋崎は
青い空と海、緑の牧草地が広がり、美
しい白亜の尻屋埼灯台を背景に、たく
ましい母馬や初々しい仔馬を見ること
ができます。生命の息吹を感じる尻屋
崎へ、ぜひお越しください。

下北郡

ひ
が
し
ど
お
り
む
ら

東
通
村

問い合わせ先　東通村役場販売戦略室
　　　　　　　TEL 0175-27-2111

問い合わせ先　六戸町観光協会（六戸町役場産業課内）
　　　　　　　TEL 0176-55-3111（内線 154）

運
が
良
け
れ
ば

出
産
に
立
ち
会
う
こ
と
も
！

ろ
く
の
へ
春
ま
つ
り

問い合わせ先　一般財団法人　野辺地町観光協会
　　　　　　　TEL 0175-64-9555

　六戸町に春の訪れを告げるまつりで
す。主会場となる舘野公園では1,000
本余りの山桜が咲き乱れ、その美しさ
は訪れる観光客を魅了します。魚のつ
かみ取りやクラシックカーミーティン
グ、東北馬力六戸大会などが開催され、
多くの来場者でにぎわいを見せます。
　ぜひお越しください。
○期間：４月25日（土）～
　　　　５月６日（水・祝）
○場所：舘野公園ほか

　４月26日から５月５日まで「さんの
へ春まつり」が開催されます。会場の
県立城山公園には1,600本の桜が咲き
誇り、唄や踊りのステージで盛り上が
ります。また、町出身の漫画家馬場の
ぼるさんの作品「11ぴきのねこ」にち
なんだ「11ぴきのねこバスツアー」も
開催され、親子で楽しむことができま
す（ツアーは要申込）。

三戸郡

さ
ん
の
へ
ま
ち

三
戸
町

問い合わせ先　三戸町観光協会
　　　　　　　TEL 0179-22-0777

※11ぴきのねこバスツアー問い合わせ先　
三戸町役場住民福祉課　TEL 0179-20-1151

さ
ん
の
へ
春
ま
つ
り

かんだち め
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会総務課〔共済事業〕　TEL017（723）1331

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　42％割引（ 9等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　5 ％割引！
○保険料分割払（12回）も選択可能です。
○ロードサービスも無料でサービス！

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（125cc以下）

自動二輪車
（125cc超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（660cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（660cc超）

30,000円 19,000円 17,000円 12,000円
対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  1,000万円
自損事故傷害共済　  1,500万円
限定搭乗者　  500万円

Ａ　

型

対　人　賠　償　  無制限
対　物　賠　償　  無制限
自損事故傷害共済　  
限定搭乗者　  

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

1,500万円
1,000万円

33,000円 21,000円 20,000円 14,000円

青
森
県
町
村
会
等
事
務
分
担

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

青
森
県
町
村
会常

務
理
事
兼　
　

小
笠
原　

靖　

介

事
務
局
長

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

次
長
・
総
務
課
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　

澤
田　

憲
郎

副　

参　

事　

原
子
美
香
子

総
括
主
幹　

上
原
俊
一
郎

主　
　
　

事　

高
橋　

由
依

臨
時
事
務
手　

髙
橋　

結
衣

臨
時
事
務
手　

森
内　

英
子

﹇
共
済
事
業
﹈　　
　
　
　
　

総
括
副
参
事　

小
松
田　

真

副　

参　

事　

澤
田　

博
美

臨
時
事
務
手　

神
谷
絵
里
香

臨
時
事
務
手　

倉
内　

愛
理

（
総
務
関
係
）
人
事
、
規
約
・
諸

規
程
の
改
廃
、
予
算
、
関
係
諸
団

体
等
と
の
連
絡
調
整
、
各
業
務
の

統
合
調
整
、
総
会
そ
の
他
の
諸
会

議
、
総
務
厚
生
委
員
会
、
顧
問
弁

護
士
、
表
彰
、
軽
自
動
車
税
の
移

動
、
文
書
の
収
受
・
発
送
、
各
団

体
の
予
算
経
理
、
現
金
・
有
価
証

券
の
出
納
・
保
管
、
決
算
、
物
品

の
出
納
・
保
管
、
他
の
所
管
に
属

し
な
い
こ
と

（
共
済
関
係
）

公
有
建
物
・
自
動
車
共
済
、
職
員

火
災
・
自
動
車
共
済
、
任
意
共
済

保
険
、
団
体
定
期
保
険
、
総
合
賠

償
補
償
保
険
、
個
人
年
金
共
済
、

消
防
設
備
資
金

業　
　

務　
　

課

参
事
・
業
務
課
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　

土
岐　

昌
二

副　

参　

事　

吉
本　

知
己

主　
　
　

幹　

大
坂　
　

謙

主　
　
　

事　

鈴
木　

雅
俊

事
業
計
画
、町
村
行
財
政
の
調
査
、

産
業
経
済
委
員
会
、
法
令
外
負
担

金
の
規
制
、
要
望
・
請
願
、
町
村

長
等
・
市
町
村
職
員
の
研
修
会
、

会
報
「
あ
お
も
り
町
村
自
治
」、

町
村
職
員
採
用
試
験
、
町
村
の
振

興
発
展
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
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●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（10万円）につき60円です。
契約額の最高限度は、600口で、6,000万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

24,000円4,000万円400口建物のみの場合

動産のみの場合

建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が50万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では100分の10又は450万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の50％又は火災共済契約額の50％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が3,000万円を超える場合、3,000万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口10万円につき50円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

200口

600口

2,000万円

6,000万円

12,000円

36,000円

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

事
務
局
長　
　

小
笠
原　

靖　

介

課
・
職
名
・
氏
名

主
要
担
当
業
務

総　
　

務　
　

課

次
長
・
総
務
課
長
事
務
取
扱

・
会
計
管
理
者　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

澤
田　

憲
郎

副　

参　

事　

原
子
美
香
子

総
括
主
幹　

上
原
俊
一
郎

主　
　
　

事　

高
橋　

由
依

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
事
務
、
非
常
勤
職
員
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
事
務
、
自

治
会
館
の
管
理
・
運
営
に
関
す
る

事
務

市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構

滞
納
整
理
課

機　

構　

長　

佐
々
木
明
夫

課　
　
　

長　

髙
橋　

淳
一

副　

参　

事　

伊
藤　

義
章

総
括
主
幹　

平
野　

法
泉

総
括
主
幹　

田
中　

雅
伸

総
括
主
幹　

工
藤　

寛
樹

主　
　
　

査　

加
藤　
　

奨

専　

門　

員　

木
村　

榮
一

専　

門　

員　

工
藤　

晃
博

専　

門　

員　

横
山　

麻
美

研
修
職
員（
主
査
）　

山
内　

公
仁

研
修
職
員（
主
査
）　

藤
谷　

俊
徳

研
修
職
員（
主
事
）　

石
岡　
　

亮

臨
時
事
務
手　

工
藤
亜
紀
穂

市
町
村
税
等
の
滞
納
整
理
に
関
す
る

事
務

市
町
村
職
員
等
の
自
主
研
究
の
支

援
、
県
広
報
広
聴
協
議
会
、
全
国

山
村
過
疎
地
域
振
興
連
盟
県
支

部
、
発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議

会
県
支
部
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随 想
第25話

斗
と

賀
が

　壽
じゅ

一
いち

東北町長

プロフィール

県議会議員、町議会議員。
現在２期目、71歳。

　

東
北
町
は
、
県
の
東
部
、
上
北

地
方
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
平

成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
旧
東
北

町
と
旧
上
北
町
と
の
二
町
の
合
併

で
、人
口
二
万
十
六
人（
二
〇
〇
五

年
国
調
）
の
新
「
東
北
町
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
基
幹
産
業
が
農

業
の
自
然
豊
か
な
町
で
あ
り
ま
す
。

　

東
部
に
は
全
国
で
十
一
番
目

の
広
さ
を
誇
る
小
川
原
湖
が
あ

り
、
そ
の
豊
か
な
恵
み
か
ら
「
宝

湖
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
地
番
・
地
積

を
も
っ
た
湖
で
も
あ
り
ま
す
。
ア

ク
セ
ス
は
、
三
沢
空
港
か
ら
車
で

二
十
五
分
、
東
北
新
幹
線
七
戸
十

和
田
駅
か
ら
車
で
十
五
分
、
高
規

格
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

二
カ
所（

一
カ
所
は
未
開
通）

あ

り
、
青
い
森
鉄
道
が
南
北
に
縦
断

す
る
県
内
で
も
交
通
条
件
に
恵
ま

れ
た
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
を
見
る

と
き
に
こ
の
恵
ま
れ
た
交
通
条
件

を
活
か
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
生
産

は
拡
大
し
て
い
る
も
の
の
、
物
流

条
件
の
優
位
性
を
活
か
し
き
れ
ず
、

地
域
経
済
に
明
る
さ
を
見
い
だ
せ

ず
に
お
り
ま
す
。

　

国
が
推
し
進
め
る
地
域
の
農
林

水
産
物
や
資
源
を
活
用
し
た
六
次

産
業
化
、
農
商
工
連
携
、
地
産
地

消
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
試
み
の
一

つ
と
し
て
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
生
産
量
を
誇
る
生
乳
の
加
工

（
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
な
ど
）
に

取
り
組
み
、
安
く
て
安
全
安
心
な

食
材
を
求
め
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

添
っ
た
事
業
展
開
を
模
索
中
で
あ

り
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業

育
成
と
交
通
環
境
に
着
目
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
合
併
か
ら
四
年
後
の
平
成

二
十
一
年
に
町
長
に
就
任
、
今
年

は
合
併
か
ら
十
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
当
初
心
配
さ
れ
た
合
併
へ
の

町
民
の
戸
惑
い
、
地
理
的
ハ
ン
デ

（
旧
町
が
ほ
ぼ
小
川
原
湖
で
接
し
、

陸
地
部
が
数
キ
ロ
し
か
接
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
人
口
集
中
地
区

の
双
子
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
な

こ
と
）
等
に
よ
る
、
町
民
の
一
体

感
の
醸
成
に
懸
念
が
示
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
払
拭
す

る
た
め
の
施
策
と
し
て
電
算
シ
ス

テ
ム
の
統
合
や
町
内
毎
戸
へ
の
光

ケ
ー
ブ
ル
の
設
置
に
よ
る
テ
レ
ビ

共
同
受
信
や
東
北
町
テ
レ
ビ
の
放

映
に
よ
り
、
多
く
の
情
報
提
供
が

な
さ
れ
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が

町
民
の
一
体
感
の
醸
成
が
進
ん
で

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
五
月
三
日
に
は
、「
合
併

十
周
年
記
念
式
典
」
を
計
画
し
て

お
り
、
合
併
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
、

こ
れ
ま
で
町
発
展
の
た
め
貢
献
さ

れ
た
方
々
に
敬
意
と
感
謝
を
込
め

て
町
褒
賞
の
授
与
も
合
わ
せ
て
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
更
に

は
、
合
併
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
国

際
感
覚
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と

の
思
い
か
ら
、
台
湾
台
北
市
の
中

学
校
と
本
町
の
中
学
校
と
で
姉
妹

校
を
締
結
し
、
生
徒
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ

も
含
め
た
交
流
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
、
一
連
の
記
念
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を

も
っ
て
合
併
の
ひ
と
区
切
り
に
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
実
現
し
た
い
施
策
は
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
財
政
状
況
を
勘

案
し
つ
つ
、
町
長
就
任
当
初
か
ら

実
施
し
て
き
た
高
利
率
の
町
の
借

金
で
あ
る
町
債
の
繰
上
償
還
を
今

後
も
継
続
実
施
し
、
後
世
に
負
担

を
で
き
る
だ
け
残
す
こ
と
が
な
い

よ
う
財
政
運
営
に
は
万
全
を
期
し

な
が
ら
、
町
民
の
期
待
に
添
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
町
民
と
と
も
に
推

進
し
、「
東
北
町
に
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
町
に
す

る
。
こ
れ
が
私
の
願
い
で
あ
り
、

町
政
運
営
の
基
本
で
あ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い

「宝湖」でのシラウオ漁

広大な土地を活かした畜産業


